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現
在
、
本
人
・
家
族
合
わ
せ
て
約
17
万
8
0
0
0
人
が
加
入
す

る
東
京
土
建
国
民
健
康
保
険
組
合
（
東
京
土
建
国
保
）
に
も
前
史

が
あ
り
ま
す
。組
合
の
諸
先
輩
が
ど
の
よ
う
な
た
た
か
い
を
経
て
、

東
京
土
建
国
保
を
立
ち
上
げ
た
の
か
振
り
返
り
ま
す
。

「
ケ
ガ
と
弁
当
は
手
前
持
ち
」

と
い
わ
れ
た
建
設
労
働
者
に
と
っ

て
労
災
保
険
と
健
康
保
険
の
適
用

は
戦
前
か
ら
の
切
実
な
要
求
で
し

た
。
東
京
土
建
は
1
9
5
2
年
4

月
、
健
康
保
険
未
適
用
の
労
働
者

と
と
も
に
「
健
康
保
険
適
用
獲
得

期
成
同
盟
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
東
京
土
建
を
は
じ

め
と
し
た
建
設
労
働
者
を
中
心
に

日
雇
労
働
者
、
家
政
婦
、
派
出
看

護
婦
な
ど
の
組
合
で
し
た
。

東
京
土
建
は
、
「
健
康
保
険
の

な
い
建
設
労
働
者
に
直
ち
に
国
庫

負
担
で
適
用
」
を
求
め
、
初
め
て

駅
頭
に
立
っ
て
署
名
運
動
を
行
な

っ
た
の
を
は
じ
め
、
各
政
党
、
厚

生
省
、
国
会
へ
の
連
日
の
陳
情
、

要
請
行
動
な
ど
を
行
な
い
ま
し

た
。
建
設
労
働
者
が
手
銭
・
手
弁

当
で
、
地
下
足
袋
で
国
会
の
赤
じ

ゅ
う
た
ん
踏
ん
で
歩
く
姿
は
、「
カ

ラ
ス
の
泣
か
な
い
日
は
あ
っ
て

も
、
土
建
の
代
表
の
来
な
い
日
は

な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

厚
生
省
は
「
土
建
労
働
組
合
が

国
会
な
ら
び
に
各
方
面
へ
の
働
き

か
け
を
い
っ
そ
う
活
動
的
に
行
な

っ
た
」（
厚
生
省
50
年
史
）た
め
、

「
関
係
者
の
強
い
要
望
と
日
雇
労

働
者
対
策
の
緊
急
性
か
ら
早
急
に

対
処
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
」

（
同
）
「
適
用
を
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
、
戦
後
の
新
し
い
社
会
保

障
制
度
で
は
な
い
か
」
と
い
う
積

極
論
に
移
行
し
、
1
9
5
3
年
8

月
、
日
雇
健
康
保
険
法
（
日
雇
健

保
）
が
成
立
。
日
雇
健
保
は
10
割

給
付
で
し
た
が
、内
容
は
劣
悪
で
、

国
庫
負
担
は
事
務
費
の
み
で
実
質

ゼ
ロ
、
療
養
給
付
は
3
カ
月
、
傷

病
手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
成
立
時
の
日
雇
健
保
は

常
時
5
人
以
上
労
働
者
が
い
る
政

府
管
掌
健
康
保
険
適
用
事
業
所
で

雇
用
さ
れ
る
と
き
に
適
用
さ
れ
た

の
で
、
東
京
土
建
は
便
利
な
方
法

で
適
用
し
ろ
と
厚
生
省
と
労
働
省

へ
要
請
、
厚
生
省
は
同
年
9
月
、

労
働
組
合
を
仮
の
事
業
主
と
し
て

扱
い
、
5
人
未
満
の
日
雇
労
働
者

を
擬
制
適
用
す
る
こ
と
を
認
め
ま

し
た
。
日
雇
健
保
は
建
設
労
働
者

の
た
た
か
い
に
よ
っ
て
初
め
て
作

ら
せ
た
健
康
保
険
で
し
た
。

日
雇
健
保
は
1
9
5
4
年
1
月

15
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
制
度
が
劣
悪
な
こ
と

と
「
日
雇
い
」
と
い
う
名
称
に
抵

抗
感
が
あ
り
、
加
入
者
は
組
合
員

の
3
分
の
1
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
「
健
康
保
険
適

用
獲
得
期
成
同
盟
」
は
「
日
雇
健

保
改
善
同
盟
」
と
改
称
し
、
改
善

運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
東
京

土
建
は
国
庫
負
担
増
額
と
保
険
料

引
き
上
げ
反
対
、
給
付
内
容
改
善

の
た
た
か
い
を
す
す
め
、
国
庫
負

担
は
段
階
的
に
引
き
上
が
り
、
1

9
6
0
年
で
は
3
割
5
分
と
な

り
、
療
養
給
付
期
間
も
同
様
に
1

9
5
9
年
で
2
年
に
延
長
さ
せ
ま

し
た
。
保
険
料
は
1
日
16
円
の
印

紙
を
被
保
険
者
手
帳
に
毎
月
15
日

分
貼
っ
て
納
付
す
る
方
式
で
し
た

が
、
政
府
は
1
9
5
8
年
、
20
円

に
引
き
上
げ
、
さ
ら
に
厚
生
省
は

「
20
日
分
以
上
納
付
し
な
い
組
合

は
擬
制
適
用
の
取
り
扱
い
を
や
め

る
」と
い
う
通
達
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
各
支
部
が
抗
議
集
会
を
開

き
、
通
達
は
死

文
化
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
し
政

府
は
1
9
6
0

年
、
国
庫
負
担

引
き
上
げ
、
傷

病
手
当
支
給
期

間
延
長
の
改
善

と
抱
き
合
わ
せ

で
、
保
険
料
を

26
円
へ
と
値
上

げ
を
強
行
し
ま

し
た
。

日雇健保擬適廃止反対の江戸川区役所前座り込み

1
9
7
0
年
1
月
、
政
府
は
前

国
会
で
廃
案
に
な
っ
た
日
雇
健
保

改
悪
法
案
を
第
63
回
国
会
に
上
程

す
る
方
針
を
決
め
ま
し
た
。
東
京

土
建
は
2
万
人
集
会
を
成
功
さ

せ
、
全
建
総
連
も
ハ
ガ
キ
要
請
、

署
名
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ

し
て
国
会
採
決
直
前
に
示
さ
れ
た

最
終
修
正
案
を
、
5
月
13
日
の
国

会
最
終
日
に
廃
案
に
追
い
込
み
ま

し
た
。
し
か
し
政
府
と
自
民
党
は

日
雇
健
保
改
悪
案
を
廃
案
に
追
い

込
ん
だ
報
復
措
置
と
し
て
、
そ
の

日
の
う
ち
に
擬
制
適
用
を
廃
止
す

る
暴
挙
に
出
ま
し
た
。

こ
の
知
ら
せ
を
聞
き
東
京
土
建

や
全
建
総
連
は
直
ち
に
「
擬
制
適

用
廃
止
撤
回
闘
争
」
に
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
区
市
役
所
や
社
会
保

険
事
務
所
前
の
座
り
込
み
、
全
建

総
連
厚
生
省
前
座
り
込
み
な
ど
、

ま
さ
に
血
の
に

じ
む
よ
う
な
た

た
か
い
を
発
展

さ
せ
、
マ
ス
コ

ミ
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
か

政
治
問
題
化
さ
せ
る
変
化
を
作
り

ま
し
た
。

厚
生
省
は
こ
う
し
た
た
た
か
い

へ
の
切
り
崩
し
と
し
て
、
「
国
保

組
合
の
新
設
は
認
め
な
い
」
方
針

か
ら
「
業
種
別
の
国
保
組
合
の
新

設
を
特
例
的
に
認
め
る
」
要
綱
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
揺
さ

ぶ
り
に
全
建
総
連
は
廃
止
撤
回
闘

争
の
継
続
で
分
裂
し
て
し
ま
う
事

態
を
さ
け
る
た
め
、「
職
域
国
保
組

合
設
立
や
む
な
し
」
に
方
針
転
換

し
ま
し
た
。
東
京
土
建
は
第
23
回

大
会（
6
月
24
〜
25
日
）で
激
論
の

末
、「
私
た
ち
が
一
歩
後
退
し
た
の

は
、
味
方
の
犠
牲
を
少
な
く
し
て

再
び
態
勢
を
立
て
直
し
て
敵
と
戦

う
た
め
で
あ
る
」
「
東
京
土
建
国

民
健
康
保
険
組
合
（
土
建
国
保
）

を
設
立
す
る
」
と
戦
術
転
換
を
決

断
し
ま
し
た
。

東
京
土
建
は
土
建
国
保
を
、
8

月
1
日
実
施
を
目
指
し
て
設
立
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
し
て

①
土
建
国
保
の
方
が
有
利
と
思
わ

れ
る
所
得
の
高
い
層
は
土
建
国
保

の
加
入
を
す
す
め
る
、
②
そ
の
他

の
組
合
員
は
公
営
国
保
に
加
入
す

る
、
③
日
雇
健
保
保
険
料
相
当
額

で
1
日
2
0
0
0
円
の
傷
病
見
舞

金
を
柱
と
す
る
大

型
共
済
を
発
足
さ

せ
る
と
い
う
運
動

方
針
を
す
す
め
ま

し
た
。

土
建
国
保
は
厚

生
省
が
国
保
組
合
の
新
設
を
認
め

る
要
綱
を
発
表
し
て
か
ら
2
カ

月
、
東
京
土
建
が
国
保
組
合
の
設

立
を
決
定
し
て
か
ら
1
カ
月
足
ら

ず
の
準
備
期
間
で
「
超
人
的
な
努

力
」
で
8
月
1
日
、
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
、
保
険
料
は

扶
養
家
族
が
い
る
も
の
1
カ
月
2

1
0
0
円
、単
身
者
1
6
0
0
円
、

給
付
は
本
人
10
割
、
家
族
7
割
、

療
養
期
間
は
病
気
が
治
る
ま
で
、

傷
病
手
当
は
1
日
3
3
0
円
で
22

日
間
ま
で
な
ど
で
し
た
。

日
雇
健
保
と
比
べ
て
保
険
料
は

約
5
倍
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
初

の
予
想
を
超
え
て
1
万
5
0
2
3

人
（
組
合
員
比
73
％
）
の
組
合
員

が
加
入
し
ま
し
た
。
10
割
給
付
が

い
か
に
組
合
員
に
と
っ
て
大
切

か
、
そ
の
必
要
性
を
あ
ら
た
め
て

明
白
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
土
建
国
保
の
財
政
安
定

の
た
め
国
庫
負
担
率
の
引
き
上

げ
、
調
整
交
付
金
（
補
助
金
）
と

事
務
費
補
助
金
の
増
額
、
東
京
都

の
補
助
金
新
設
な
ど
の
要
求
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。
1
9
7
1
年
7

月
27
日
、
全
建
総
連
中
央
総
決
起

大
会
を
開
催
し
、
国
保
組
合
へ
の

補
助
金
要
求
の
大
衆
行
動
と
し
て

本
格
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
1
9

7
1
年
に
新
設
さ
れ
た
都
費
補
助

の
引
き
上
げ
も
、
72
年
度
予
算
で

前
年
比
3
倍
増
、
73
年
度
で
は
2

倍
の
4
億
円
に
、
74
年
度
か
ら
特

別
区
と
同
等
補
助
と
な
る
成
果
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

「職人に健康保険を」と署名を訴えた

1
9
6
2
年
8
月
、
社
会
保
障

審
議
会
は
、
「
社
会
保
障
制
度
の

総
合
調
整
に
関
す
る
答
申
及
び
勧

告
」
を
行
な
い
、
国
民
諸
階
層
の

格
差
の
拡
大
を
危
惧
し
、
現
存
す

る
諸
制
度
間
の
財
政

調
整
と
制
度
統
合
を

自
己
負
担
の
大
幅
増

を
前
提
に
着
手
す
る

と
提
案
し
ま
し
た
。

当
時
、
日
雇
健
保

は
大
幅
な
赤
字
を
抱

え
て
制
度
存
亡
の
危

機
に
あ
り
ま
し
た
。

日
雇
健
保
へ
の
国
庫

負
担
大
幅
増
額
要
求

は
拒
否
さ
れ
、
増
額

の
道
が
閉
ざ
さ
れ
ま

し
た
。
1
9
6
3
年

に
は
大
蔵
省
が
国
庫

負
担
の
減
額
、
保
険

料
引
き
上
げ
な
ど
改

悪
案
を
出
し
ま
す
が
、
東
京
土
建

は
全
都
い
っ
せ
い
提
灯
デ
モ
や
全

建
総
連
中
央
総
決
起
大
会
な
ど
を

成
功
さ
せ
、
こ
れ
を
撤
回
さ
せ
ま

し
た
。

し
か
し
1
9
6
4
年
3
月
、
小

林
武
治
厚
生
大
臣
が
赤
字
を
理
由

に
日
雇
健
保
を
1
9
6
5
年
度
末

で
廃
止
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
東
京
土
建
は
日
雇
健
保
そ

の
も
の
を
廃
止
す
る
と
い
う
最
悪

の
攻
撃
に
「
日
雇
健
保
の
危
機
は

組
織
の
危
機
、
組
織

の
危
機
は
土
建
労
働

者
の
生
活
の
危
機
」

（
第
17
回
大
会
・
1

9
6
4
年
）
と
位
置

づ
け
、
拡
大
群
長
会

議
で
意
思
統
一
を
行

な
い
、
群
会
議
、
分

会
役
員
会
議
を
確
立

し
て
総
決
起
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
こ
の

日
雇
健
保
廃
止
攻
撃

に
1
0
0
万
人
請
願

署
名
、
地
元
国
会
議

員
ハ
ガ
キ
要
請
、
衆

院
選
挙
区
ご
と
の
危

機
突
破
大
会
で
反
撃

し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
た
た
か
い
が
閣
議
で

話
題
に
な
り
、
小
林
厚
生
大
臣
は

5
月
15
日
、
日
雇
健
保
の
廃
止
撤

回
と
赤
字
改
善
を
言
明
し
ま
し

た
。
こ
の
勝
利
は
、
以
後
6
年
余

に
わ
た
る
日
雇
健
保
闘
争
の
幕
開

け
を
告
げ
る
も
の
で
し
た
。

1
9
6
0
年
代
中
後
半
の
健
保

改
悪
反
対
、
日
雇
健
保
改
悪
・
廃

止
反
対
の
た
た
か
い
は
1
9
6
5

年
1
月
以
降
の
保
険
三
法
を
2
度

の
廃
案
の
う
え
大
幅
譲
歩
さ
せ

る
、
1
9
6
6
年
の
臨
時
医
療
保

険
審
議
会
設
置
法
案
を
廃
案
に
追

い
込
む
、
1
9
6
9
年
の
日
雇
健

保
改
悪
の
廃
案
な
ど
勝
利
し
ま
し

た
。
1
9
6
5
年
で
は
練
馬
支
部

で
区
役
所
前
座
り
込
み
を
始
め
、

そ
の
後
、
16
支
部
が
座
り
込
み
に

決
起
、
1
9
6
6
年
で
は
6
・
16

都
庁
前
集
会
を
1
万
6
0
0
0
人

（
東
京
土
建
は
1
万
2
0
0
0
人

が
参
加
）
で
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

日
雇
健
保
廃
止
反
対
闘
争
は
政

府
と
自
民
党
に
「
安
保
と
健
保
は

こ
り
ご
り
」
と
言
わ
せ
ま
し
た
。

自
民
党
の
川
島
副
総
裁
は
国
会
が

ど
ん
ど
ん
延
長
さ
れ
て
お
盆
で
帰

れ
る
か
と
思
っ
た
ら
、帰
れ
な
い
、

そ
う
し
た
福
田
副
総
理
の
国
会
運

営
は
問
題
だ
と
発
言
す
る
事
態
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
た
か
い
を

つ
う
じ
て
組
合
員
は
自
分
た
ち
の

力
を
見
直
し
、
組
合
に
対
す
る
評

価
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

1

安保と健保はこりごり

土
建
の
来
な
い
日
は
な
い

廃止攻撃は生活の危機と反撃

た
た
か
っ
て
日
雇
健
保
を
獲
得擬

適
廃
止
は
社
会
問
題

国
保
組
合
新
設
を
認
め
さ
せ
る


